
 

特定非営利活動法人ケアリング 

令和８年度 事業計画 
 

 

＜社会情勢を見据えて＞ 

 令和８年（２０２６年）における日本社会は、少子高齢化と人口減少の進行により、社会

保障制度および労働市場の構造的な転換期を迎えます。 

世界的には先進国を中心に高齢化が進行していますが、日本はその最先端に位置していま

す。少子化と長寿化が同時に進む日本では、労働力人口の減少、社会保障費の増大、家族介

護力の低下が同時に発生しています。また、物価上昇やエネルギー価格の不安定化などは日

本経済に大きく影響を与え、介護分野における人件費・運営コストの増加、経営環境の不確

実性を高めていると思います。 

今後の介護・福祉業界は、需要が確実に拡大する一方で、供給体制の維持が大きな課題と

考えます。特に介護人材の不足は深刻であり、従来の労働集約型・制度依存型の事業運営で

は持続可能性の確保が困難になりつつあります。 

今後の介護事業運営には、安定的なサービス提供を前提としつつ、人材確保・人材の定着、

業務効率化、地域連携の強化を同時に進める中長期的視点が求められます。また、介護予防

や自立支援を重視した取り組みを通じて、地域全体の福祉力を高めることが、事業の社会的

価値と持続性の双方を高める鍵となると考えています。 

前述した社会情勢および介護福祉分野を取り巻く環境を踏まえ、今後も安定的かつ質の高

い介護サービスを継続して提供していかなければならないと思います。そのためには、当法

人の運営状況を多角的に検証する必要があり、特に人材確保、業務体制、サービス提供体制、

地域との連携といった視点から現状を整理し、課題を明確化することが、今後の事業計画を

策定する上で重要と考えます。地域に根差した介護事業としての役割を再認識し、将来を見

据えた事業運営に向けた課題を明らかにしなければいけないと思います。 

 

 

 

 

＜事業計画の概要＞ 

特定非営利活動法人ケアリングは、様々な課題を乗り越え、また、新たな事業展開を計画・実

施し、事業収益も拡大し安定化させてきました。昨年度は、法人設立 15 年を迎え、関西電力と

の賃貸借契約も 15 年満了を迎えた為、事業存続のため土地建物の購入という大きな決断をした

年度であったと思います。 

今年度においては、今ある資源を活用し、資金をかけず増収となるような抜本的な改革を盛り

込んだ事業計画を立案しました。また、私たちの強みである「地域資本」を活用した展開、「グル

ープ法人である社会福祉法人みその会との連携」を活かして、各種事業のさらなる安定化を図り

ます。 

課題としては、安定的な人員確保（人材不足）の仕組み作りと、職員の教育的システム（研修

体系の新たな構築）が必要であると考えます。 

  

 

 

 



 

【 ケアリング 法人理念 】 

「いつも笑顔で、自分らしく生き生きと……。 

    地域と共に、あなたと共に歩み続けます。」 

 

【 ケアリング 基本方針 】 

● いろいろなご利用者様が、自分らしく生き生きと在宅で生活できる

よう、一人ひとりとしっかり関わります。 

● 地域の方々と共に歩んでいける事業所を目指します。 

● 事業基盤を確立し、質の高い職員の育成と安定確保を通じて、サー

ビスの質の向上に努めます。 

● 職員が自らの資質向上に努めながら持続的に働くことができる職

場環境を作ります。 

 

【 ケアリング 基本姿勢 】 

● 一人ひとりの生活を大切にすること 

● 高い活動性と信頼感で生活意欲を高めること 

● 落ち着いた雰囲気や環境を大切にすること 

● 地域とともに歩める事業所であること 

● 小さな事業所であっても、職員が安定した環境と待遇で仕事ができ

ること 

 

 

 



令和８年度 事業計画 

【長期的重点計画】地域から信頼される事業所づくり 

●地域社会に開かれた事業所 

  ・地域社会を支える柱となるよう社会福祉事業に努め、地域社会に広く貢献できるよう

社会貢献活動に努めます。 

 

【中期的重点計画】安定した事業基盤の確立 

●職員の資質向上 

  ・職員振り返りシートを活用し、各職員の自己課題（目標）を明確にします。明確にす

ることで、課題（目標）に取り組みスキルアップを目指します。 

  ・社会福祉法人みその会との合同研修会（外部講師）を実施し、職員全体の資質が底上

げ出来るよう継続した研修計画を実施します。 

  ・研修会に参加できない職員に対し、平日の日勤帯に開催し実施していく工夫（参加し

やすい環境づくり）を図ります。 

  ・毎月定例で開催している職員会議のなかで、事業所内勉強会を実施します。 

 

●研修体系の構築 

  ・グループ法人全体の研修会の計画、職員の段階的な研修の実施、専門職の研修会への

参加等研修体系を作ります。 

 

●安定して働ける労働環境の整備 

  ・年１回の職員個別面談を実施し、業務に対しての意見等を汲み取り、安定して働ける

よう努めます。また、必要な職員に対しては適宜面談を実施致します。 

  ・年々変革する法改正に適応しているかの確認も含め、社会保険労務士との委託契約を

検討致します。 

 

●先を見据えた人材確保 

  ・法人の将来を見据えた若い人材の確保と、今後の事業展開に沿った必要な人員確保に

努めます。 

  ・専門学校や他機関とのパイプ作りを図るため、昨年度と同様に福祉専門学校へのゲス

トスピーカーとして教壇に立ち、学生と触れ合う機会を作ります。 

 

●事業の広報活動 

・事業所の特色を掲載した新たなパンフレットを作成し、各関係機関（地域包括支援セ

ンター・居宅介護支援事業所等）へ配布し、広報活動に努めます。 

・ホームページを定期的に更新し、法人活動の実施内容を知って頂けるよう情報発信に

努めます。 

・私たちの取り組みがより多くの方に知って貰えるよう SNS（外部委託）を活用し、さ

らなる法人活動の発信に努めます。 

・広報誌の継続した発行に努めます。 

 

●運営会議及び経営戦略会議の定例化 

  ・「社会福祉法人みその会」と連携を図り、各主任と管理者が出席する運営会議で情報の

共有を図り、管理職のみが出席する経営戦略会議では、両法人の課題や業績等の方向

性を定める会議として定例化します。 



 

 

＜令和８年度における短期的重点計画＞ 

【短期的重点計画①】各種事業の安定化 

 

① 介護事業（ケアリングみそのまち） 

 ・新たな収益確保の取り組みと継続したサービスの展開 

1. 夕食サービスの実施  

現状の 16 時 45 分（要介護・6 時間以上 7 時間未満）送りの利用者の中から、

夕食サービス（17：30夕食提供）を実施し、18時 00分送りの７時間以上８

時間未満を算定します。 

       職員に関しては、新たに遅出勤務（9：30出勤～18：30退勤）を作ります。 

 

 

2. 新たな滞在時間の選択と安定した稼働率の確保  

要介護利用者の現状基本滞在時間を「5時間以上 6時間未満」「6時間以上 7

時間未満」に加え、新たに「７時間以上８時間未満」を実施致します。 

滞在時間の選択化が事業所の特徴となるよう、利用者や利用者家族の要望を聞

き、柔軟な対応を行います。 

年間稼働率の目標数値を９０％と致します。 

 

 

3. 継続した機能訓練加算の取得 

４人の看護師を中心に継続した機能訓練を実施します。またグループ法人であ

る社会福祉法人の専門職（理学療法士・作業療法士）と連携を図り、充実した、

機能訓練プログラムを構築します。 

        

        

4. 第三者評価の受診と継続的な研修会の実施 

当事業所の事業内容を第三者の評価を受けることで、改善点の把握とさらなる

サービスの質の向上に繋げます。 

また、年間研修計画を作成し、継続的な研修会を実施します。 

 

 

5. 地域推進事業の創設 

新たに地域推進事業の窓口（担当職員の配置）を設置し、地域住民の「生きが

い」を創造するために「地域住民活性化事業」の展開を図ります。具体的には、

現在取り組んでいる地域カフェを美園町区以外にも広げ、その結果、２階の活

用及び、収益事業に繋げていけるよう努めます。 

 

 

 

 

 

 



 

 

② 収益事業（喫茶わかば） 

 ・地域のコミュニティーカフェとして展開、介護事業に繋げていく。 

1. 地域住民や企業からの弁当の依頼対応や、利用者への配食サービス、季節に応

じたオードブルなど、独自のイベント等を企画し、柔軟な対応を心掛け増収と

なるよう努めます。 

（各種販売の継続） 

  ・委託契約による昼食の提供 

・利用者及び家族への配食サービスの提供 

・手作りクッキーの販売 

・ケーキの販売 

・誕生日ケーキや Xmasケーキの販売 

・オードブルの販売 

 

 

2. 定休日に介護事業の取り組み（地域カフェ）の会場として活用し、介護相談会

や地域交流の場として定期的な開催（地域カフェ年間活動計画を作成）を実施

します。 

 

3. 喫茶店に従事する職員を対象に四半期に１回の頻度での厨房会議を開催しま

す。 

（主な検討課題） 

① 安定した経営強化に繋がるよう四季を通したメニューの更新 

② 新メニューの作成（わかばランチ以外での新たな看板メニューの検討） 

③ コスト削減の取り組み（UCCの注文を減らしていく） 

④ 徹底した衛生管理と食中毒予防の研修会 

 

4. 露店販売の許可申請 

・南丹市や地域の祭りに出店するため、露店業の認可を取得します。 

（参加予定の主な祭り） 

         ①ケアリング祭り（５月） 

         ②南丹市園部城祭り（５月） 

         ③八木花火大会（９月） 

         ④園部病院祭り（10月） 

 

5. 介護事業の夕食サービス展開に伴う営業時間の延長 

・介護事業の新たな取り組みを支援すべく、夕食サービスや、場を提供するこ

とで法人全体の取り組みとなるよう努めます。 

 

6. 地域との新たな繋がりを構築  

・学校への訪問販売における営業活動の実施を図ります。 

 具体的には地域の学校を回り、新たな繋がりを構築します。 

（園部高校・聖カタリナ・建築大学校・医療科学大学） 

 

7. 南丹市商工会との連携 

・商工会のイベントに参加することで、地域が活性化するよう努めます。 

 



 

 

【短期的重点計画②】法人理念と事業計画の周知 

●法人（各種事業所）の方向性を明確化 

・事業計画こそが法人（各種事業所）の指針であり、職員全体に徹底した周知を図りま

す。具体的には、年間を通して「事業計画」をテーマに研修会を開催します。 

 「計画の周知」「中間総括」「年度総括」と事業計画の進捗を職員全体で把握し、方向

性を示す場となるよう努めます。 

 

【短期的重点計画③】サービス提供内容の再構築 

●日中活動の充実とサービス内容（余暇プログラム）の質の向上 

  ・利用者自身に意欲を高める取り組み「ポイント制度」を構築します。ポイント制度を

導入することにより、機能訓練を積極的に取り組まれ、結果、自立した生活に繋がる

ことを目的として実施します。 

  ・常に活動意欲を高める工夫したサービスの提供に努め、自主的に取り組める活動内容

を提供いたします。 

・グループ法人である「社会福祉法人みその会」の理学療法士・作業療法士と密な連携

を図り、リハビリの在り方、機能訓練の取り組みを小集団で実施するプログラムを確

立します。 

  ・自宅での活動や自立（自律）生活につながるように、生活意欲を引き出せるサービス

を提供できるよう努めます。 

  ・利用者と職員が共に楽しめる行事計画の立案を利用者と一緒に考えられるよう努めま

す。 

  ・「記録」に対して職員全員の意識を高めます。 

  ・ＩＴ機器の導入を検討し、職員の業務効率化を図ります。 

 

●関係機関との連携 

  ・各居宅介護支援事業所や地域包括支援センターとの連携を密にし、登録利用者の確保

に努めます。 

  ・ご利用者様同士の繋がりを大切にし、ご利用者様からの新規利用相談にも真摯に対応

し、関係機関に繋げます。 

 

 

【短期的重点計画④】感染症対策の強化と災害への対策整備 

●感染症予防及びまん延防止のための対策 

  ・社会福祉法人みその会と連携し、感染症対策委員会を設置します。 

・対策委員会の定例化と全職員へ感染対策内容の周知徹底を図ります。 

  ・社会福祉法人みその会と連携し、感染症予防やまん延防止のための研修会を開催しま

す。 

 

●非常災害対策 

  ・社会福祉法人みその会と連携し、非常災害を想定した訓練を実施します。 

また、地域住民との連携を図ります。 

  ・策定した事業継続計画（ＢＣＰ）を職員間で周知し、災害に対する意識も高めていく

ように努めます。 



 

 

【短期的重点計画⑤】地域貢献および地域活動への参加及び発信 

●「喫茶わかば」を地域住民・高齢者が集える多目的福祉機能として展開 

・地域のコミュニティーの場を作ることで地域交流を図り、地域住民の活性化に努めま

す。 

・パンフレットやポスターを掲示することで、地域の企業などが発信できる場となり、

強いては地域住民の情報収集の場となるよう図ります。 

・「地産地消」を掲げ、地元の農家、地域の方々から仕入れることで、さらなる地域との

交流を図ります。 

 ・デイサービスを利用しておられるご利用者様に対して、夕食を希望される方（独居や

老人世帯）への配食サービスを実施します。 

 

●地域カフェの定例化 

  ・介護相談会や地域交流の場として定期な開催を実施します。 

  ・地域カフェの取り組みが、事業所単体の取り組みとならないように、グループ法人全

体で実施継続致します。 

具体的には、各部署より月毎の担当職員を決め、実施する内容と共に参画します。 

 

●地域との交流と地域活動への参加 

・ボランティアなど地域の方々を積極的に受け入れ、地域の方々が気楽に訪問して頂け

る事業所となるよう努めます。 

・他団体との交流や美園町区の会合・行事などへ積極的に参加し、散歩や外出などの屋

外活動を通じて、地域との関係性の構築と信頼を深めます。 

・グループ法人である「社会福祉法人みその会」と協同で「ケアリング祭り」を実施致

します。今年度においては、「地域」を巻き込んだ取り組みとなるよう努めます。 

 

●地域住民活性化事業（いきいき元気クラブ）の実施 

  ・地域住民の「生きがい」を創造するために、施設を地域に開放して地域福祉の向上に

貢献します。 


